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表紙にご登場いただいた、ダブルダッチサークル鴇縄の皆さん。
週2回の練習や大会・イベントへの参加を通じて、自分たちだ
けではなく、観る人にも楽しんでもらえるパフォーマンスを目
指しています。5月1日（金）18：30から、礼拝堂で新入生歓迎
パフォーマンスを開催予定とのこと。
大正大学広報誌「鴨台」
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▼３月１６日に平成２６年
度学位授与式が執り行わ
れました。今年度は学部
９７９名、大学院５６名の
学生が大正大学を卒業。礼
拝堂で式典に臨む卒業生の
姿は、社会という新たなス
テージへの期待に溢れてい
ました。
▼そして、４月に新たな仲
間をキャンパスへ迎え入れ
ます。新入生の皆さんの心
は、大学生活でやりたいこ
とや、将来の夢で溢れてい
ると思います。今しか経験
できないキャンパスライフ
をぜひ楽しんでください。
大正大学は、皆さんの学生
生活を全力でサポートする
ことをお約束します。（杉）
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地域構想研究所開設一流のアートを通じてコミュニケ ションを創出地域や人を結びつけ、新たな価値 創造する拠点として
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言宗豊山派・浄土宗の三宗派連合で設立された財団法人です。これは、私 大学の設立者となれるのが、大学に必要な 備を備えるための資金を有し、運営を維持す のに必要な収入を生むことのできる基本財産を有する財団法人に限ると大学令 規定されていたからです。　
終戦後、昭和
22年（１９４７
年） の学校教育法の公布施行によって現代的な学校教育制度が整備され、大正大学も新制大学へと移行して現在に至ります。　
創立以降、大正大学が送り出
してきた４万人以上の卒業生は、社会の様々な分野で活躍しており その伝統 学風は今日まで脈々と受け継がれてきまた。設立認可証は、そんな大正大学の「始まり」 を感じるこ のできる貴重な資産といえます。
　
来年、創立
90周年を迎える大
正大学。今回紹介する資産は、大正大学が創立した大正
15年
（１９２６年） に、当時の文部大臣から送付された「大正大学設立認可証」 です。　
日本では、大正８年（１９１９
年） ４月１日に施行された大学令（大正７年
12月６日勅令第３８８
号） によって、官立（国立） のほか公立・私立の大学が められるようになりました。大正
15年
（１９２６年） の 大学創立年は、この大学令に基づく設立を起点にしています。　
設立認可証をみてみると、
大正大学の設立は、大正
15年
（１９２６年） ４月５日付で認可されたことがわかります。設立者として表記されている「佛教教育財団」 は、認可申請にあたり 天台宗・真 大学に残る隠れた名品・知的資産大正大学
第十五回
大学設置認可証
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さらなる進化と
 発展へ向けて、
 学び続ける大学へ
特 集 1
平成21年に策定された中期マスタープランをもとに変革を遂げる大正大学。そして平成27年3月、本学の新理事長に
岡本宣丈氏が、新事務局長に平盛聖樹氏が着任いたしました。そこでこのお二人に就任に際して、岡本新理事長には本
学が進むべき方向性と将来のビジョン、そして平盛新事務局長には中期マスタープランの今後の展開やミッションについ
てお聞きしました。お二人ともその責任は重いですが、それ以上に大きな期待がかかることは間違いありません。本学
のまた新たなる展開と進化から目が離せません。
学校法人
 大正大学
  新理事長
岡本
 宣丈
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このたび、大正大学の理事長に就
任しました岡本宣丈です。私は大正大学を卒業し、 その後、 事務局に入局。大学を離れた時期も少しだけありましたが、学務部長、事務局長を経て理事に就任し、長く大正大学で仕事をしてきました。それだけに本 の歴史と伝統を引き継いでい ことに責任の重さを強く感じています。　
日本が高度成長時代に突入する昭
和
30年代、私が大正大学に入学した
頃は入学する学生が１８０人程度で、その多くは実家がお寺の学生でした。私も 一人なのですが、その実家のお寺が苦しいときに多くの檀家さんが助けてくれ、私 恩返し 意味もあり、社会に奉公をしようと僧侶 資格取得を決意し、大正大学に入学しました。その当時を思い出すと隔世の感があり、大学も社会も大きく変わったと 慨深いも があります。　
長く大正大学の事務局で仕事をし
てきた私が事務局長時代に行なったことに、平成５年の人間学部の創設があります。その際に、仏教学科を組み入れました（注：現在は仏教学部とし 再編） 。それは、仏教学を今一度見直そうという考えが
あったからです。さらに新たな学部の創設により、学生の定員が大きく増え、大学の規模が少し大きくなりました。また、新たな学問領域が追加されたことで、これまでと違う分野の教員を招聘することができ、大きな成果をもたらせたと思います。この新学部創設が、本学 大きな変革期であったと思い す。　
そして本学は、また新たな変革のと
きを迎えています。それは文部科学省へ平成
28年度の設置を申請している
地域創生学部の創設 す。本学で 、中期マスタープランの中核に「特色ある地域・社会貢献」 を位置付けてきました。平成
26年
10月には、その新たな
拠点として地域構想研究所を設置しています。その研究をより厚みのあるものに、さらには日本の次世代を担う地域創生の専門家を育成するために創設されるのが地域創生学部です。　
改めて振り返ってみると、本学で
は東日本大震災の直後から復興支援活動として、 「ＴＳＲシップ鴨台ボランティアプロジェクト」 を立ち上げ、平成
25年には宮城県南三陸町に研修
センター「南三陸まなびの里
 いりや
ど」 をオープンしました。この研修センターを拠点に、微力ながらも継続的に復興支援のお手伝いをさせていただいています。学生は経験を通 、現地でさまざまなこと 学んで ま
す。南三陸町は単に支援を行う場ではなく、学生にとって貴重な学びの場なのです。　
被災地に限らず、多くの地方の経
済が停滞し、疲弊しているのも事実です。例えば、学生が卒業後Ｕターンして出身地で就職しようにも仕事がないのが実情です。結果、周辺の大都市や、中規模都市までしか戻らない、 いわゆるＪターン現象が起こっています。本当は 生まれ故郷で就職した 学生も多くいるはずです。そこで、地域創生学部で学ん もらい、地方に戻り、地域の活性化を担ってもらうというのが新学部構想の目的です。　
このように新たなチャレンジは大
切ではありま が、本学は大乗仏教の精神を建学の理念とし、四宗が連合して設立した大学なので 各宗派との連携や僧侶の育成には引き続き力を入れていくことは言うまでありません。特に震災以降、人と人とのつながりや、自分を見つめ直す心など、仏教 果たす役割が大きくなっていると感じますし 本学で仏教を学んだ卒業生の役割と責任も大きなっていると思います。
特 集 さらなる進化と発展へ向けて、学び続ける大学へ1
新たな学びの場の創設
地域を活性化させ、地域で活躍する人を
岡本 宣丈（おかもと・せんじょう）
昭和43年大正大学大学院文学研究科仏教学専攻修士課程を修了後、事務局に入局。
昭和50年から7年間、浄土宗宗務庁に在籍した後に再入局。埼玉校舎事務局事務
長、学務部長等を経て、平成3年事務局長。平成12年から理事・評議員を務め、
常任理事を経て平成27年3月理事長に就任。
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大学の教育に関してはこれまでお
話した通りですが、今後力を入れていくことに学生の就職支援があります。本学の学生は人柄がよく、まじめな学生が多い いう話をよく聞きます。まわりとのコミュニケーション能力を高く評価して ただき、積極的に本学の卒業生を受け入れてくださる企業もあり　
ただし、その数はまだまだ少ないの
が現状です。特 ご両親にとっては、お子さんの将来がもっと 心配 点であると思います。どの学部で学ぼうとも４年間しっかり成長させて、希望する職業や夢を叶えられるようにサポートすることは大学の使命であと考えていますので、就職支援にはらに力を入れていく所存です。　
数ある大学の中から大正大学を選ん
でいただいた学生には、高度な知識を身につけるために大学で学ぶという強い気持ち、これまでと違う環境で新たな生活が始まるワクワク感、そしてさまざまなことを初めて体験する緊張感
など、初心を忘れないでいただきたいと思います。　
そして、自分が思うことは何でも教
員、職員にぶつけていただきた と考えています。その思いを受ける大学側は、できないこ は いくらいの心構えでいます。私は大学もサービス業であると考えています。それは教育とうサービスであったり 課題解決とうサービスを提供するからで 私たちは学生の目標、目的を達成 るために全力で支援をいたします。　
先ほども述べたように、私は本学で
学び、卒業し、事務局で仕事をしてきたこともあり、非常に長く大正大学に関わってきました。それゆえ、学には誇りを持っていますし、本学への愛情は誰にも負けないつもりでいます。そのために私自身、これまでさまざまなチャレンジをし たと自負しています。もちろん今後 チャレンジを続けていく所存です。この先には大きな困難が待ち受けているかも れません。しかし、忍従不悔の気持ちで何事にも向かっていくつもりです。　
新たな時代を迎える大正大学へ、
今後ともご支援、そ 叱咤激励のほど、よろしくお願いいたします。
　
このたび事務局長を拝命しました
平盛聖樹です。これまで立派な方々がこの任に就いてきたので、責任の重さに身が引き締まる思い す。　
私は昭和
63年、つまり昭和最後の年
に大正大学へ入局し、１年目に世が平成に変わりました。それにあわせるように大正 学も大きく変化を遂げ、本学の進化を実感してきました。この進化をさら 進めて行くことが私の使命の一つであると考えています。　
本学は平成
21年に策定した中期マ
スタープランを遂行している過程 、①安定した財務基盤の確立、②優れた人材の確保、③充実した教育・研究環境の整備の３つの経営基盤と、Ａ．優れた教育・研究活動、Ｂ．充実した学生生活、Ｃ．特色ある地域連携・社会貢献、Ｄ．ミッションに基づく学風の醸成、Ｅ．ＴＳＲによる大学運営の５つの社会的責任の確立と実行を目指しています。これらは、これからも引き続き継続していかなければならない重要なミッションです。　
そのなかでも、地域連携・社会貢献
は大きな使命の一つといえます。これは、社会との窓口である鴨台プロジェクトセンターが中心となって地域との連携をより密にして、 巣鴨地域をコミュニティキャンパス化していくものです。　
大学は教育・研究活動と連動して、
地域と豊かな関係を保つことも重要な役割の一つです。これまでも、すがも鴨台観音堂の建設や「すが 花街道」 などの取り組みを通じてキャンパス周辺地域の振興に寄与してきました。今後は、こ 連携をさらに強めていきます。　
巣鴨とは大学の教育活動に関しても
連携を深めています。今大学の教育は大きく変化しています。教員が学生に知識を講義する従来型の座学だけでなく、
PBL （
Project-Based Learning 「課
題解決型学習」 ） によって、より実践的で社会と結びつける学習が大学にも求められるようになりました。そこで、巣鴨をテーマにした課題学習を全学年で実施しています。さらに巣鴨だけでなく、南三陸研修センターでの も継続して推進 きます。南三陸で
サービス業と う視点 考える
誇りを持って、さらなるチャレンジ
中期マスタープラン達成と継続
地域 学び、そして地域 学ぶ
新事務局長
  平盛
 聖樹
インタビュー
就職支援のさらなる充実を
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の活動は単なる復興支援ではなく、被災地でさまざまなことを学生が学ぶ場として成立させたいとも考えています。　
学外の方から本学の学生はよく人の
話を聞き、人のために何かしたいいう意思をもっ いる学生が多いと言われます。それは相手を尊重する仏教の精神と教育が身に付いている証であり、地域で学ぶことで得た財産でもあると思います。　
巣鴨、南三陸での地域連携や学習の
さらなる進化を視野に入れ、新たに地域創生学部の設置 文部科学省に申
担うことで、薄れつつあった人同士のあたたかい結びつきを取り戻すことができると考えています。その実力を身につけた大正大学らしい学生を送り出すのが理想です。　
本学はＯＢ、ＯＧの方々がさまざま
な局面で応援してくれています。特に仏教学部でいうと、卒業生のご子息の多くが本学に入学しています。そのことは本学を評価いただいている証明でもあり、大きな誇り す。　
また大正大学は学生だけでなく、教
員、職員がさまざまな事柄 対して真摯に向き合い、そしてチャレンジする、そういう人間が多い大学であると
請中です。地域創生学部はこれまでも行なってきた地域との連携・支援を基軸にした地域創生がキーワードとなっています。　
本学の教育方針は大乗仏教の精神に
基づいています。 東日本大震災のあと、人と人とのつながりや絆などがあらためて見直されるようになりました。このような中で仏教が社会に果たす役割がより大きくなっていると考えています。これは同時に本学の果たすべき役割も大きくなっている いうことです。地域創生学部が目指すのは、学生の故郷などで地域を活性化することできる人材を育成することです。しかし、経済だけを優先するのではなく、本学の建学 理念である 「智慧 慈悲の実践」 を身につ た人が地域創生を
自負をしています。小さな大学だからこそ、時代の変化や流れにすぐ対応できるし、逆に油断していると、あっという間に時代に置い 行かれてしまいます。だから私たちは、互いに連携して常により多くの力を発揮していかなければならないと考えています。　
また学生にはいろいろな提案をして
いただき、大正大学の進化にとも 参加してほしいとも考えて ます。 一方、大学側は学生たちの目標達成のためにさまざまな学びの機会を提供し、全面的に支援し す。親御さんには大正大学に大いに期待してい だきたいです。本学を卒業する際には学生の きな成長をお約束します。　
本学に関わるあらゆる人が常に前
を向いて、さまざまことにチャレンジを続ける「学び続ける大学」 でありたいと考えていま 。
地域を担う人材の育成へ
時代を先取りし、学び続ける大学へ
特 集 さらなる進化と発展へ向けて、学び続ける大学へ1
平盛 聖樹（ひらもり・せいき）
昭和63年大正大学文学部社会福祉学科卒業。同年大正大学事務局に入
局。配属された当時の学務部長が岡本宣丈新理事長。その後、企画調
整部長、教務部長、副事務局長等を経て、平成27年3月事務局長に就任。
ステークホルダーからの期待
現状の大学運営
教育ビジョン「4つの人となる」
安定した経営基盤
学士力 人柄力 大学力
大学全体のビジョン 首都圏文系大学においてステークホルダーの期待・信頼・満足度 No.1を目指す
P
C
A D
5つの
社会的
責任
❶
優れた教育・研究活動
教育研究の
充実、発展
❺
TSRによる
大学運営
❹
ミッションに基く
学風の醸成
❸
特色ある地域・
社会貢献
社会・コミュニティ
への貢献
❷
充実した学生生活
充実した学生生活
への支援
「5つの社会的責任」 ❶優れた教育・研究活動 ❷充実した学生生
活 ❸特色ある地域・社会貢献 ❹ミッションに基く学風の醸成 ❺
TSRによる大学運営を果たすため定期的な自己点検を含むTSR
マネジメントサイクル（PDCA）が機能。
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5号館1階にオープンした「ESPACE KUU 空」（エスパス空）は、
大学の構内では珍しい本格的なアートスペースです。
展覧会の会期中は自由に観覧でき、
月に1度、さまざまなゲストを迎えたギャラリートークも開催されます。
「ESPACE KUU 空」は、大正大学の新たな情報発信地となり、
アートと人々のコミュニケーションの場となっていきます。
特 集 2
本格的な芸術作品を展示するスペース　
大正大学５号館１階に、本
格的アートスペース「
ESPA
C
E 
K
U
U
 空」 （エスパス空） がオー
プンしました。 「
E
SP
A
C
E
 K
U
U
 
空」の
ESPA
C
E （エスパス）とは
フランス語で空間、宇宙を意味する言葉で、仏教用語の空をあわせて、 「
E
SP
A
C
E
 K
U
U
 空」 と
名付けられました。　「
ESP
A
C
E K
U
U
 空」では約３
カ月に渡って一つのテーマで展覧会を開催し、毎月第３土曜日の正午から約１時間、キュレーター 太田菜穂子さんがゲストを迎えてギャラリートークを開催します。最初の展覧会は蓮井幹生氏の写真展「
P
EA
C
E LA
N
D
」
が３月
25日まで開催されました。
「
ESP
A
C
E K
U
U
 空」は、大正大
学の地域連携活動 一環として広く地域の方々にも開放され、自由に観覧でき、 ギャラリート
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1月13日に開催されたオ プーニングセレモニーには、写真家 蓮井幹生氏をはじめ
多くの方々が出席。星野英紀常任理事（現常務理事）、勝崎裕彦学長、太田菜穂
子氏の3名によるテ プーカットも行われ賑やかにスタ トーしました。今後は年4回
に分けて写真展を開催し、一流のア トー作品を通じて本学の仏教系大学としての
DNAに根ざした精神性や、人生を深く、そして豊かに生きるための叡智やヒント
を感じてもらいたいと考えています。
クにも参加できます。　
今後は仏教系大学としての精
神性を深く追求する場の一つとして、アート作品の展覧会をはじめ、トークセッション、ワークショップなど 通じさまざまな情報を発信していきます。そして学内だけでなく、地域の人々と共に芳醇なコミュニケションの場となっていくことを目指しています。　
これからの「
E
SP
A
C
E
 K
U
U
 
空」 にご期待ください
5号館1Fに設置されています。
ESPACE KUU 空　入口 ESPACE KUU 空　ロゴ
特 集 ESPACE KUU 空2
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今を写す装置としての写真〜写真が伝える意味と意義を考える
〜
パレスチナの今を知り世界の平和を考える　
２０１５年１月
24日土曜日、
「
ESPA
C
E K
U
U
 空」 のオープンを
記念して第一回目のギャラリートークが開催されました。今回のゲストはＮＰＯ法人パレスチナ子どものキャンペーンの事務局長・田中好子さんです。　
田中さんとの対談に先立ち、
はじめにキュレーターの太田菜穂子さんが「
ESPA
C
E K
U
U
 空」
の紹介と、今後の展開について説明。続いて３月
25日まで開催
されている第１回展覧会の蓮井幹生
PEA
C
E LA
N
D
についての解
説がありました　
蓮井幹生氏は
20年以上前から
パレスチナの取材を行なっており、田中さんとはパレスチナでの知 合いとのこ 。そこで今回のギャラリートークは、パレスチナの現状をお聞きしながら、平和（
PEACE ） とは何かを考えて
もらおうというものです。
　
田中さんが事務局長を務める
パレスチナ子どものキャンペーンは、パレスチナに多くいる聴覚障害をもつ子どものための学校を支援するなど、子ども ちの教育 サポートしています。パレスチナの今の光景や、そこに暮らす子ども 写真 見ながら現地の状況についてお話されました。田中さん よると、中
東（西アジア） の子どもたちは、戦争が身近にあり常に生と死を考えている。そのようななかでも子どもたちは、生き生きとしているとのことです 「日本ではこの
70年間戦争はなく、ある
意味平和でしたが、世界のすべてがこのように平和ではな ということを知っ ほ い」 と田中さんは強調されました。　「写真家がいて、その時間に、その場に行き、そしてシャッターを切ることで写真 して残り、私たちは見ることができる。そして考えることがで る。こうしてパレスチナ ような戦地があることを知り、ここに展示している写真を見ると 見え方も変わってく のではないか」と写真の意味につい 語る太田さん。　「
ESPA
C
E K
U
U
 空」で開催さ
れた第一回のギャラリートークは、写真を見るだけではなく、その意味を考えるという意義深いセッションとなりました。
2015 Spring11
特 集 ESPACE KUU 空2
見ることを大事に考え見ることで深く考える　「
ESPA
C
E K
U
U
 
空」のキュ
レーターであ 太田菜穂子さんに、 「
ESPA
C
E K
U
U
 空」 の主旨、
目的などについてお話を伺いました。　「
ESPA
C
E K
U
U
 空」 では写真や
絵画など、第一線で活躍してるアーティストの作品を展示ていく予定です。　
見るということはとても大切
なことだと思います。芸術作品
に限らず、世の中の出来事や街の風景について、意識していないと見ていない可能性もあります。現代は何でもありの世の中で、とくにバーチャルの中には刺激的な世界が広がっています。今多くの人たち そのバーチャルに満足している感 あります。しかし、 バーチャル バーチャルでしかなく 現実ではないのです。つまりは、今世界起こっていることをバーチャルのように眺めているだけで本気で見ていな し、心には見えていないと思うのです。
　
第１回目の展覧会は写真を展
示していますが、写真に関して言えば、写真家が積極的に行なった行為が写真として残っていて、つまり写真家はその現場をまさに「見ている」 です。その写真を通して私たちも「見る」 ことができるのです。　「
ESPACE K
U
U
 空」 では見るこ
とを大事に考え、積極的に見て、そして見たことでより深く考えてもらう場にしたいと思い す。それは大正大学の学生だけでなく、地域の人も同じよう 見てそして考える。つまりみんな
「見る」 ことを共有することで、社会に対しても影響を与えることができると思うからです。　
また、 「
ESPA
C
E K
U
U
 空くう
」の
「空」というロゴをよく見る「人」という文字がたくさん書かれているのが分かると思いま
す。人と人はつながっているのです。そして「
空そら
」はいろんな
世界とつながっているのです。　「
ESPA
C
E K
U
U
 空」 は小さいエ
スパスかもしれませんが、広く開かれた大きな「
空そら
」の入り口
なのです。
東京都生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。英国のケンブリッジに留学し、妖精
学の第一人者・井村君江に師事し、ラファエロ前派の絵画と黎明期の写真史をテー
マに研究。1979年、エールフランス国営航空に入社、1983年までパリベースのフ
ライトアテンダントとして勤務。1986年、グローバルな文化交流とア トー活動を目
的としたプロジェクトや企画プロデュースを手がけるKLEE INCを設立。1991年か
らはヨーロッパと東京に拠点に置き、活動を開始。近年は日本の新たな価値を国
際的に発信するプログラム、「新日本様式」（プロモーション委員）に参加するなど、
舞台を国内外とする。
太田菜穂子さんインタビュー
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地域構想研究所が移設する新15号館の外観イメージ図。平成28年春に完成予定。
地域や人を結びつけ、
新たな価値を創造する拠点として
特 集 3
社会や多くのステークホルダーの期待や要望に応えてきた大正大学が、
社会貢献の新たなステージへ。「地域構想研究所」の概要を紹介します。
ＴＳＲの次のテーマは「地域創生」　
本学は「ＴＳＲ（大正大学の
社会的責任） 」 を推進し、豊島区と協働した巣鴨地域の活性化、東日本大震災被災地の復興支援など、さまざまな取り組みを行っています。 た、環境や子どもに関するフィールドワーク型の科目も展開してきまし 。こうした知見を踏まえて、現代地域社会の問題解決のためにさらなる貢献をめざします。　
現代地域社会の問題は、産業
の高度・複雑化、人々の価値観の多様化に伴い、これまで以上に多面的にとらえる必要があります。異なる産業、都市と地域の人々などをどう結びつけるかが解決の糸口になるでしょう。地域創生や地域課題解決のための基礎研究を行い、独自に政策を構想し、学術的な英知を集め、地域の連携（地域内連携、広域地域連携） を促し、地域創生のための新しい価値を「共 」すること、これを担う人材育成を行うことが今回開設する「構想研究所」 の目的で 。
●地域構想研究所の事業内容
● 地域構想・地域創生政策の研究
● 地域創生事業の分析、検証、提言
● 起業（6次産業化を含む）支援
● 中小企業経営支援
● 自治体に対する政策支援
● 地域創生指標と予測活動
知と地の連携拠点
大正大学  地域構想研究所
● 地域イノベーション人材の育成
● ビジョナリーリーダーの育成
● イノベーターの育成
● アントレプレナ （ー起業家）の育成
● 地域情報発信、提供
● 地域遠隔交流
　（インターネット、TV会議を活用）
● 月刊『地域人』発行
● TOKYO FM『地域人ラジオ』
● 広域地域・地域間連携
● 地域内連携
● 首都圏産官学連携
● 調査（研究所との連携リサーチ）
● 政策、地域構想の提言
① 研 究 活 動
③ 人材育成活動 ④ 広報（情報発信）活動
② 地域連携活動
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広域地域連携を牽引する事業が始動
首都としまから全国に「縁」を広げる
 　
例えば、課題が山積する農村
地域においては、地域住民だけでなく都市部の住民も消費者の枠組みを越えて様々な形で交流し、地域の活動 参画し、その運営にかかわるような動きが出ています。また、防災、減災観点からもコミュニティ、地域外とのネットワークの絆を深めていくことが っそう重要にるでしょう。このように広域的なコミュニティ 形成が期待されています。　
地域構想研究所では、地域活
性化と人材育成に結びつける地域間ネットワークとして、２つのコンソーシアムを結成します。ひとつは、北日本エリアを横断 る市町村の賛同を得て実現した「天の河コンソーシアム」 。もうひとつが、太平洋沿岸地域を結ぶ「くろしおコンソーシアム」 です ま 、地域創生を具現化するため、地域構想研究所は事業推進のプラットホームを用意し、東京都豊島区の協力によって首都圏との交流及びテストマーケティングのフィールドとして活用されます。
　
プロジェクト事業とともに、
メディアを活用した情報発信・啓発にも注力します。具体的には月刊『地域人』を平成
27年９
月に創刊する予定です。地域の多彩な情報を掲載するとともに、日本の地域創生の戦略についてさまざまな切り口から考察した特集を企画していま 。また同誌と連携し、 『地域人ラジ
オ』を、ＴＯＫＹＯ
 ＦＭをキー
ステーションに各地域（首都圏、宮城、山形、新潟） のＦＭ局を結んで放送し、多元的に情報発信していきます。　
現在４号館で活動している地
域構想研究所は、平成
28年３月
竣工予定の新
15号館に移設する
予定です。もちろん新施設にとどまらず、この地に産官学民の多様な主体が参加・協働できるプラットホーム（拠点）を構築することをめざします。仏教「縁」 を現代的な観点でとらえ、未来の日本のために新たな価値を創生したいと考えます。
特 集 地域構想研究所3
●地域内連携・地域間連携事業
天の河コンソーシアム
首都圏地域連携組織
くろしおコンソーシアム候補地
新潟県：胎内市・阿賀町・佐渡市・柏崎市・五泉市（調整中）
山形県：長井市・米沢市・新庄市・寒河江市
　　　　鶴岡市・庄内町・最上町・遊佐町・金山町（調整中）
宮城県：南三陸町・登米市
岩手県：平泉町（調整中）
富山県：氷見市
● 東京都豊島区（大正大学との共創事業協定）
● 巣鴨駅前商店街・巣鴨地蔵通り商店街・
　庚申塚商栄会
● 一般社団法人
　「コンソーシアムすがも花街道」
● 埼玉県松伏町（大正大学埼玉キャンパス所在地）
● 東京都北区（研究所所在地：協賛自治体）
鹿児島県：霧島市・奄美郡島（調整中）
宮 崎 県：延岡市
高 知 県：室戸市
徳 島 県：阿南市
和歌山県：御坊市
静 岡 県：下田市・藤枝市
千 葉 県：館山市
呼びかけ人代表　南三陸町長・佐藤 仁 氏
呼びかけ人代表　阿南市長・岩浅 嘉仁 氏
推進支援者代表　豊島区長・高野 之夫 氏
平成27年3月12日に文部科学省記者会見室で設立記者発表会を実施しました。
設立にご尽力いただいた清成忠男 事業構想大学院大学学長や本学で客員教授
を務める養老孟司 氏に加え、連携自治体から髙橋重美 山形県最上町長、会田
重雄 埼玉県松伏町長、高野之夫 東京都豊島区長にもご臨席いただきました。
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岡山先生の研究室入口に
設置されている伝言板にゼ
ミ学生が描いたメッセージ
と似顔絵イラスト。
日本最大級の環境展示会
「エコプロダクツ2014」に出
展した際の写真。当日は学
生が発表用ポスターを掲示
し、環境教育・環境学習に
ついて説明を行った。
岡山 朋子　人間学部人間環境学科准教授
名古屋大学大学院修了。2013年度大正大学人間学部人間環境
学科に着任。名古屋大学特任講師、豊橋技術科学大学研究員な
どを経て現職。2010年、廃棄物資源循環学会奨励賞受賞。著
書に『災害廃棄物』（共著）等がある。
が好き
から見た大学の魅力の数々を紹介します。
――
 現在の担当科目についてお聞か
せください。　
人間環境学科で、環境政策論を教え
ています。中でも１年生の環境に関するワークショップを担当し、平成
25年
度の１年生は大学の半径
1.5キロにあ
る商店街において
R
educe （リデュー
ス） 、
R
euse （リユース） 、
R
ecycle （リ
サイクル）の３Ｒに関する店舗調査と報告を行いました。――
 岡山先生は大正大学に着任して
２年目ですが、この仕事をしてよかったと感じられたことは何でしょうか。　
本学は学生と教員の距離がとても近
いのが特徴ですね。ゼミや授業を担当し、当初は戸惑いましたが、学生の成
は間接的に何らかの形で関わりがあることを意味しますからね。――
 ところで、日常生活での趣味や熱
中している はどんなことですか。　
外に出かけることが好きですね。
ちょっと休みがとれると、いろいろなところに出かけています。旅先での発見や美術館や博物館での刺激にワクワクします。最近は水泳も。――
 岡山先生が感じた大正大学の良
さはどんなところでしょう。　
大正大学の学生は、じつはポテンシャ
ルが高いように思います。その割に自己評価が低いため、大人しいと言われるのかもしれません。だからもっと自信を持っていいでしょうね。まじめな学生が多いので、自信を持つことで、もっと自分にいろいろな可能性が見えてくると思います。――
 最後に岡山先生ご自身の抱負や
学生に対しての望みなどをお聞かせください。　
私は資源循環を専門にしていますが、
その根本にある考えが、 「もったいない」と「足るを知る」 ということで これらは仏教から来た言葉です。本学は建学の理念に仏教の基本精神を置いてますので、私自身もこの気持ちを持ち自分自身で行動し、学生と触れ合い指導していきたいと考えています。
長を間近に感じられるのはうれしいです。さらに平成
26年度卒業するゼミの
学生がゼミメンバーの似顔絵イラストを研究室ドアの伝言板に描いていってくれ、それを見たときジーンときました。学生と距離が近いこ よさを実感しましたね。教員冥利に尽きます。――
 では、岡山先生が研究や講義で常
に心がけているこ は何でしょうか。　
私たちの生活はあらゆるところで環
境と結びついています。特に廃棄物私の研究テーマなので常にごみを意識していますが、学生にもこのような環境意識を持ってほしいと思っ ます。それは「循環」 というこ で あり、世の中にあるものはすべ 直接、もしく
「もったいない」 「足るを知る」 が教育の基本精神にある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2015 Spring15
学内会議風景。現状維持
を良しとせず、常に大学の
質の向上を目指して議論し
ている。
2012年４月１５日に開催さ
れた「第28回全日本トライ
アスロン宮古島大会」に参
加した際の髙橋さん。
髙橋 慈海　教務部  部長補佐
1994年早稲田大学理工学部卒業後、大正大学仏教学部に編入、1997年卒業。同年に
入局。総務部財務課管財係で学内のLAN敷設の業務を担当する。その後、企画調整部
に異動、表現学部の開設に携わり、教務部教務課長を経て、2015年から現職。海洋冒
険家・白石康次郎氏の言葉「頭で考えずに心で考え、腹で決める」を座右の銘としている。
だから
大正大学の“ここが好き”。教員・職員
――
 現在のお仕事についてお聞かせく
ださい。　
教務部に在籍し、先生と科目の調整
をしたり、学生の成績や学位の管理を行なったりするのが主な仕事です。また、教育開発推進センターが開設され、共通 育に関する業務も担当しています。――
 髙
橋さんのお仕事でやりがいを
感じるのはどんなときでしょうか。　
教務部に着任してすぐのときに、大
学のポータルサイトについて どうすればもっと活用できるかという課題を学生にプレゼンしてもらう授業をする機会がありました。すると学生がとても面
になるのか、学生の価値を高めることができるかを考え行動するようにしています。――
 ところで趣味などで、今熱中し
ていることはありますか。　
もう
20年以上トライアスロンをやって
います。仕事だけでなく、プライベートでも何か目標を持ちたいと思い、年に１回は大会に出るようにして ます。――
 大正大学が大きく変わっている
姿を目の当たりにしている
髙
橋さん
が、大正大学の良さや誇れ ことはどんなところだと感じられていますか。　
教員、職員みんながともに大学を良
くしようと常に考え、勉強しているところです。表にはなかなか見えないのですが、気持ちは一つになっています。その成果 少しずつ見えはじめているようにも思えますね――
 最後に、髙橋さんのお仕事での今
後の抱負についてお聞かせください。　
よく大人しいと言われる本学の学生
ですが、じつはポテンシャルは高いと思いま 。まずそのことを学生自身に気づかせてあげたいですね。そのうえで、実力をうまく引き出し、表現できるようになってほしいです。そのために何をすべきかを今、考えています。これから新しい大正大学の姿をお見せできると思います。
白い提案をしてくれたんです。その提案やプレゼンの様子を見て本学の学生を誇らしく思 ました。さらに現在、教職協働を進めてい すが、様々な会議ではどうすれば学生のためになるかについて真剣に議論されて ます。大正大学に関わる多くの人たちが同じベクトルに向かっ いることを実感し、この仕事をしてよかったなと感じ入りました。――
 では、お仕事のなかで常に心がけ
ていることはどんなこと しょ か。　
大学の主役は学生だと思います。そ
の学生の価値をどう創造し、高め いけるのかを常に考えています。何 新しことを始める際 も、 れ 学生のた
大学 よくするという目標に向かって教員、職員が今一つになっている
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良正庵ほほえみ相談室
する観光地を開発したことで有名な実業家ですが、なんと
92歳
になってから新たに社長に請われて引き受けられ とのこと。さらにびっくりするのは奥様を亡くした後
70代で再婚されて
15歳の娘
さんがいらっしゃる。先妻との間に
70歳代の息子さんがいて、でも
新しい奥様は
40代といいますか
ら、なんだか訳 わからなくてしまいます。　
年齢のことはさておき、この方
が常々おっしゃっていたのは、 「仕事と夢をもっているのが大事だ」ということです。充実した日々を過ごし、東北の素晴ら い景色を眺めながら朝昼晩とたくさん食べてよく眠る。人間ドックでもほとんど悪いところ 見つからない。素晴らしい生き方だ 思います。厳しい寒さの東北に満開の桜を咲かせた生涯と言えるでしょう。　
仕事や夢、やりたいことをもっ
ていることが大事。みなさんも一
年間の目標と四年間の目標をたてて大学生活を過ごしてほしいと思います。　
私も、毎年お正月から一年の目
標を考え、二月の節分に新たな気持ちでちか を立てています。そのときに、 「ほしいもの」 三つ、 「行きたい ころ」 三つ 「やりたいこと」 三つ、そして「やめた こと一つを挙げ、 十箇条にまとめます。
 
“三つ” というのが大事で、三本の矢の話のように、より確かでしっかりした支えになります。　
さて、 「夢や目標を持ちましょう」
と口でいうのはたやすいですが、「じゃあどうすればいいの」 という問いが必ず返ってきます。　
私は「徳」 をつんで生きていくこ
とが大事ではないかと思います。徳をつむとは、いいかえれば、世の中に目を向けたり、人とのつき
　
窓の外はみぞれまじりの冷た
い雨。それをながめながら、今回はどんなお話 しようかと考えています。この冊子ができる頃は、桜も盛りでしょうね。　
花に気持ちがあるならば、き
れいな花を咲かせようと精一杯がんばっているのではないかと思います。丹精をこめて手入れする人、桜を楽しみに集まる家族連れや仲間、そういう人たちの慈愛に恵まれたら、いっそう美しさも増すはずです。　
大学は、つぼみから花へ、頭
と心に栄養をいっぱいため込むところ。大正大学のキャンパスも花をとても大切にしています。　
講演のため日本各地を飛びま
わっていますが、東北でこんな話を聞いたことがあります。　
昭和
30年代後半に東北を代表
小林良正尼からの生きる勇気
が詰まったエッセイ集『まぁる
い心』（リベロ刊）が好評発売
中です。
友達はできるか、勉強についていけるか、ひとり暮らしは大丈夫だろうか。自分だけで考えていると不安は大きくなってしまう。思い切って、外の世界に足を踏み出し みよう。
小林良正
1950年、愛知県名古屋市生
まれ。大学卒業後、結婚し二
児を育てる。37歳 で 浄 土
宗で得度し、1988年、仏
教大学文学部仏教学科卒。
1990年、嵯峨清涼寺にて
水谷幸正上人の導きで剃
髪。1991年、良正庵を結ぶ。
「お母さん尼僧の辻説法」講
演で活躍の一方、全国念仏
行脚を続け、2011年4月、
日本一周満行。
花を咲かそう
「徳」 をつむということ
第十四回
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あい方を学んだりするようなことです。　
滝沢馬琴の『南総里見八犬伝』 で
は八つの徳が語られています。　「仁」 は人を思いやるこころ。一番大事ですね。 は、どうすれば思いやり、慈しみのこころを育むことができるか。私は輪づくり、ネットワークづくりだと思います。いまはメールで新年のあいさつを済ませる人が多くなりましたが、小、中、高校、大学の友達、習い事の仲間、お世話になった方々から近況を知らせる年賀状をい だくと自然と相手を思う気持ちになります。そんな さなことが慈しみのこころにつながっていくのではないでしょうか。人は一人では生きられません。なにかあったときにネットワークを持っていることは大きな支えになります。　「義」 は正義を貫くことです。物事の善悪をわきまえることや義理を欠かないこと。 「礼」 は挨拶、敬意をあらわすこ ろ 電車の かでお年寄りに席をゆずるのは正しい行いですが、これがなかなかむずかしい。 も、ふだんお年寄りから挨拶されるような環境にある人であれば、自然と「どうぞ」 といえるかもし ません どちらからというのではなく、年齢や立場こえた対等な のでしょう。
　「智」 は正しい判断を下せるちから。大学では、最初は知らない人ばかりのなか 自分から動かなければいけない、授業も自分で決めて受けなければ けない そういう経験を通して生きていく知恵が身についていくのでしょう。そこで自分の狭 世界や判断だけに閉じこもっていてはもった ないことです。 「忠」は心のなかに偽がないこと。 中 をしっかり持って る と。知恵を学ぶのは大事ですが、本当に学びたいことを見失って、まわりに流されてらくな授業を選んでしまうのは、ちょっとちがいますよね。　「信」 は本当のこととそうでないことを見わけるちからともいえるでしょう。たとえばアルバイト 、指示されたことだけをするのではなくて、どうすればもっとうまくできるか工夫 てみる。クレームを受けたら、お客さんがなにをいいたいのか考え みる。仁、 義、 礼、智、忠、信 すべてに通じることですが 失敗を恐れず自分から人や物事にかかわっていくことで本当のことも見えてくるし、夢や目標も見つかるはずです。　「孝」 は親や先祖を大事にすること。師匠や上司も同じです。 「悌」は兄弟姉妹仲良く。なんのために生まれてきたのかといえば、人の、
もっといえば親の役にたって、頂いたいのちを大切に生きることです。 まはけんかをするかもしれないけれど、いのちをまっとうしたら、 おじいちゃん、 おばあちゃん、お父さん 母さん、兄弟姉妹のもとに還って くのですから。　
春の桜、秋の紅葉の一本一本の
木が、 一人ひとりが夢や目標をもっていのちをまっとうしようとし、それがともに慈しみあうから美い。 のために大切なのは、やっぱりほほえみです。
「良正庵 ほほえみ相談室」では、ご相談受
付中です。本連載にて、取り上げさせてい
ただきます。あなたの簡単なプロフィール
と匿名にするかどうかをお書き添えの上、
書面にて下記住所までお送りください。
よろしくお願い致します。
〒170-8470
東京都豊島区西巣鴨3−20−1
大正大学  学長室
「良正庵 ほほえみ相談室」係
良正尼僧が発行しているお便り
「ほほえみ」は現在167号。季節に
合わせたほほえみちゃんのイラス
トと、エッセイが掲載されています。
いきいきと生きるためには夢や目標が大切。それを見つけるためには、人とかかわりたくさんの経験をつむこと。出会いや経験の扉を開ける「鍵」は思いやりや慈しみ こころ、そしてほほえみ。季節は春。まだ硬いつぼみたちへ、良正尼僧が目覚めのことばをかける。
桜とほほえみちゃん（小林良正尼僧 画）
2015 Spring 18
［ 大 正 大 学 ］ 情 報
T-Duck     News
　
巣鴨地蔵通りの恒例行事「す
がも中山道菊まつり」が、
11月
６日から
14日に開催されまし
た。江戸時代、巣鴨は園芸の里として江戸市民に愛されており、かわら版や浮世絵で紹介されるほど賑 っていたと伝えられています。地域の文化と歴史を通して「 がも」 素晴 しや、あじわいのある風情を感じてもらうことを目的に平成５年から開催されている菊 つりは今年で
22回目を迎え、巣鴨の眞
性寺、高岩寺、地蔵通り商店街では「菊の形作り」 などが展示され、各地域の菊花会が丹精込めて育てた菊花で彩られました。
　「すがも花街道プロジェクト」の一環として昨年度から会場として参加している大正大学では、鴨台さざえ堂前の広場に
「菊華盆景」 を展示。他にも、埼玉県松伏町の菊農家にご指導いただき、学生たちが芽摘みしてキャンパス内で育てた菊や豊島区立朝日小学校の生徒達が育てた菊も飾りました。　
期間中は、課外活動団体による
パフォーマンスなどのイベントも開催され ほか、夜には鴨台さざえ堂と菊の花々がライトアップされ多くの地域住民が来場。地域と大学の交流を一層強く感じられた９日間となりまし 。
巣鴨の町と大正大学を繋ぐすがも中山道菊まつり
 開催
展示された菊の種類は昨年度より増え、
多くの方にご観覧いただくことができました。ライトアップされた鴨台さざえ堂と花々。
菊まつり開催初日のテ プーカットの様子。
菊の花に彩られたすがも鴨台観音堂内のご本尊
（聖観自在菩薩像）。
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大正大学では、１月
28日に礼
拝堂において「就職活動出発式」を実施しました。　「就職活動出発式」 は、平成
24
年度から毎年実施されており、今年で３回目 迎えます。昨年度までは
11月に実施してきましたが、
今年度 就職活動解禁が３月に後ろ倒しとなったことから、この時期の実施となりました。　
本出発式の目的は、共に就職
活動に臨む仲間である学生を一堂に集めることによって、一人ひとりの就職意識を高めることに加え、本学が一丸となって就職支援に全力を注ぐ決意を学生 対して約束すること あります。　
今年は７００名を超
える学生がスーツ姿で参加。勝崎裕彦学長や就職総合支援センタ木元修一センター長の挨拶に続き、本学の卒業生で現在、株式会社学情で活躍する小島千裕さんから就活生への
　
大正大学では昨年６月から、
毎月第３土曜日に開催している花会式にあわせて「あさ市」 を開催しています。このイベントは、現在大正大学で推進している地域連携・社会貢献事業の一環と
アドバイスと激励のメッセージが伝えられました。　
続いて就活生を代表して、歴
史学科の本間敬志さん、表現文化学科の岡部愛さんが勝崎学長に向かって就職活動に対する「誓いの言葉」 を述べました。　
最後は、塩入法道図書館長が
音頭を取って一本締めを行い、会場の就活生たちは３月から始まる就職活動に向けて気持ち新たにしていました。
して行っているもので、巣鴨地域の活性化に繋げ ことを目的としています。　
南門広場で開催される「あさ
市」では、本学が継続し 復興支援を行っている東北地域の新鮮な野菜のほか、学生による綿あめなどの販売も行っており、幅広い年齢層が楽しめるイベントとなっています。　
スタート以来、花会式とあわ
せて多くの地域住民の皆さまにご来場いただき、地域の恒例イベントとし 賑わっています。年々パワーアップしている大正大学の地域連携事業。皆様のご来場をお待ちしています。
就活生に熱いエールを就職 動出発式を実施
東北復興支援と地域活性化を願って花会式・あさ市
 定期開催
年々参加者が増え、今年度は700人超の学生が参加しました。
毎月開かれる「あさ市」。新鮮な野菜は地域住人に大好評です。
野菜の他、季節の切り花の販売も行っています。
学生による花会式法要。教員による法話の様子。
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落ち込んだときに
元気をくれる本・映画
臨床心理学科　准教授
井澗 知美
北海道出身の両親から生まれた瀬戸内海
生まれの瀬戸内海育ち。讃岐うどんを食
べて大きくなりました。専門は発達臨床
心理学。多様性を受け入れる社会は豊か
な社会になる。違うことはおもしろい！
発見の日々です。
　私を変えた○○というお題をいただいたが、困った！思いつかない！元来、クヨクヨと思
い悩むタイプで、それを変えられたらと思ってきたが、なかなか変えられないまま、ここま
できてしまった。なんとかそれでもやってこられたのは、これまで（含、今現在も）支え励ま
してくださった周囲の人たちのおかげで、皆様に感謝するばかりである。
　そのような私であるので、よくめげたり落ち込んだりする。そんなとき、「よし！」と前向き
に進む力を与えてくれるもの（本1冊と映画２つ）をご紹介したいと思う。
「シューベルトさま、こんにちは」　佐藤由美著（新潮文庫）
著者である佐藤由美さんとは高校1年生のとき同じクラスになった。そう親しいわけではな
かったが、思い出すのは、学区を越えて隣の市から入学してきた目のくりくりした元気で前
向きな女の子だったな、ということ。でも彼女は高1の2月に病気で亡くなった。元気な姿
しか記憶になかったので本当に驚いた。その後、お墓参りに行き、闘病していたことを知っ
たわけだが。数年後、彼女の日記が出版された、それがこの本である。
病気のことはほとんど書かれていない。ただ、日々のことが彼女の感性を通して描かれてい
る。それがまっすぐで、まっすぐで。そのまっすぐさに勇気づけられるのだ。
「ショーシャンクの空に」
無実の罪で投獄された主人公（元は優秀な銀行員だった）が刑務所で様々な体験をするが、
最後は脱獄を果たし自由の身となる、そこに繰り広げられるヒューマンドラマである。
この映画で好きなシ ンーは、彼が刑務所内の放送室を一時的に占拠し、寄付された古書の
中からみつけた「フィガロの結婚」の音楽を流し、そこで音楽に聴き入るシ ンーである。刑務
所にいるのに、その瞬間、そこは音楽に満たされた至福の空間となるのである。刑務所に
いても（冤罪だけでなく、刑務所内でもひどい目にあったりする）、人は自由な心をもち続け
ることができるのか、とひどく感動を覚えた。どんな不遇な境遇にいても人は自由でいられ
る、自分を不自由にしているのは自分自身なのかもしれない。
「ハンナ・アーレント」
これは2012年公開になった最近の映画である。ハンナ・アーレントは有名な哲学者でドイ
ツ系ユダヤ人である。ナチスの強制収容所から脱出しアメリカへ亡命した彼女は、ナチスの
戦犯を裁く裁判を傍聴し、記事を書くのだが・・・。一言でいうと、この映画のアーレント
はとにかく「かっこいい」、それで元気をもらえる。はたして、私が彼女の立場であったら書く
ことができたか？発言することができただろうか？
ほんとうに大切だと思ったら、信念をもって、発言することの意味。自由でいることは勇気
のいることでもある。映画最後の彼女の8分間スピーチは心に残る名場面である。
わたしを変えた本・映画
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シューベルトさま、
こんにちは
新潮文庫 ／ 佐藤 由美 著
ハンナ・アーレント
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やさしい遺伝子工学
日本醫事新報社 ／ 山本 一彦 著
一生懸命
読んだ本です
わたしを変えた本
人間科学科　教授
内田 英二
東京都出身。専門分野は運動生理学。減
量目的でジョギングを始めましたが、楽
しくなってきたので将来はハーフマラソ
ンを走りたいと思い始めました。典型的
な朝型人間のため1限の授業は好きです
が5限は…。
　幼い頃から「落ち着きのない子」だった私は、静かに何かをするということがありませんで
した。したがって、本を読むこともほとんどなかったように記憶しています。また、多感な
思春期にさまざまな芸術作品から影響を受けると一般的には言われますが、映画や音楽に
関しても人並みに触れてきたものの、強く印象に残っているものは特にありません。私に影
響を与えた「人」はそれなりにいるのですが、そういった「本や映画」を紹介するという今回
のテーマで文章を書くことには正直困ってしまいました。
　お断りしようと思ったもののこれまでの「人生」を振り返ってみる良い機会かなと考え直
し、研究室内の書架に並ぶ多くの書籍を眺めてみました。すると、ふと目に留まった本があ
りました。それは『やさしい遺伝子工学』という遺伝子研究の入門書で、遺伝学の基本原理、
DNAの抽出方法や遺伝子解析の手法について記されたものです。この本が人生に直接的に
影響を与えたというわけではないのですが、生まれて初めてといっても良いくらい真剣に読
んだ本という意味で紹介させていただきます。
　「ヒトゲノム」という言葉をかつて耳にした方も多いと思いますが、この本と出会ったのは、
その解読に向けて世界が成果を競い合っていた時期でした。ただし、この話題に対する私
の関心のレベルは「聞いたことがある」程度であり、決して身近なものではありませんでした。
今から15年前、勤めていた短大の了解を得て、勤務しながら大学院で研究を行うことになっ
ていました。当初、講座の教授に研究指導をしていただくことになっていたのですが、直前
になって私の研究指導は小児科の医師であった助教授が担当することになりました。この先
生は、遺伝子工学的手法を用いて小児の遺伝性神経筋疾患の病因を明らかにする研究をし
ていたのですが、実験や分析に人手が必要ということから私をメンバーに加えたいというこ
とになったのです。助教授への指導担当の変更に関する経緯が教授から伝えられ、その足
で助教授のところに挨拶に行くと「この本、易しいから読んでおいて。」と『やさしい遺伝子工
学』が渡されたのです。
　遺伝学的な知識も実験の経験もほとんど無い状態でしたが、ピペットを使った微量の試
料の分注、筋や血液からのDNA抽出、電気泳動実験などをひたすら繰り返す毎日でした。
実は、このような実験をこれまで避けてきたのですが、40歳近くになって否応なしにやらざ
るを得ない事態に直面したのです。「避けてきた」という自身の研究姿勢に対する後悔と研
究能力の低さを恨めしく思う日々でしたが、講座の先生方や若い後輩たちに助けられて何と
か一人前に成果を出せるようになりました。また、研究にのめり込むような気持ちや、結果
を出したときの充実感・達成感を心から味わうことができたのも、この遺伝子研究に携わっ
てからだったように思います。
　久々にページをめくって、当時のことが懐かしく思い出されたのと同時に、これから先も
まだまだ走り続けようという意欲的な気持ちが湧いてきました。
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瑞
ず い　
香
こ う　
花
げ　
　
お彼岸の仏道修行の心得は、
①布施（めぐみほどこすこと） ②持戒（いまし まもること） ③忍辱（たえしのぶこと）④精進（つとめはげむこと） ⑤禅定（しずめた
も
つ
こ
と
）
⑥
智
慧
（
さ
と
り
め
ざ
めること）の
六ろくはらみつぎょう
波羅蜜行
に集約
される。波羅蜜と 、到彼岸と義訳 、覚りの世界の彼の岸に渡り切ることである。密教では、この六波羅蜜に六種供養を配当して、①
閼あか
伽
（お水） ②
塗ずこう
香
③
華けまん
鬘
（お花）④
焼しょうこう
香
⑤
飲おんじき
食
⑥
灯とうみょう
明
の六つを仏前に供えるもの
としている。
　
このうち、塗香は粉末にした
抹まっこう
香
を手や身体に受けて清める
ことである。焼香は香をたいて、仏に
手たむ
向
けることである。だか
ら仏教では、お香はその
芳かんば
しい
香りだけでなく とても大切な意味合いがあり、
栴せんだんこう
檀香
・
沈じんこう
香
・
伽きゃら
羅
などの香木がとても
尊とうと
ばれ
るのである。　
なかでも沈香（アガル） は、木
心・枝節が固くて重いので、水につければ沈んでしまうのでこの名称が与えられ、沈水香ともいう。　
この沈香や
丁ちょうじあぶら
字油
を
と
る
熱
帯
産
の
常
緑
高
木
の
丁
字
の
香
り
に
似
ているのが
沈じんちょうげ
丁花
で、別名を瑞
香・瑞香花、
うん
香花、あるいは
丁字・
丁ちょうじぐさ
字草
などという。三月
の終わりから四月にかけて、外側は紅紫色、内側は白色 花がかたまって咲きほこり、きわめて強く高い香りを発する。とくに夜気を帯びた に独特の風情を持つともいわれ、中国原産の
常
緑
低
木
で
あ
る
。
  沈丁や障子
閉とざ
せる中宮寺
（大久保橙青）
　
大久保橙青は、衆議院議員で
労働大臣も務めた政治家であるが、句趣はホトトギス系の写生句である。ともかく沈丁花の強い芳香 、弥勒菩薩像で有名な飛鳥
斑いかるが
鳩
の中宮寺でも、思わず
障子をしめておられたこと 。　
表題には、よい香りの花とい
う意味の瑞香花を掲げたが 沈丁
花
は
ま
た
睡
香
な
ど
と
も
呼
ば
れ
ていたから、そ 香りによっ幾分とも不可思議なる眠 誘う気配もあったろうか。  夕闇の其処に漂う瑞香花
  （裕彦）
沈丁や障子閉せる中宮寺
　　
大久保
 橙青
書　赤平泰処（表現学部教授）
文　勝崎裕彦（大正大学学長）
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大正大学受験生応援サイト
「kokokara（ココカラ）」
 オ プーン
　
大正大学では、４月
21日に受
験生応援サイトを新たにオープンします。愛称は「
kokokara （コ
コカラ） 」 この愛称には、 「大正大学を知るなら、まずここから」 、 「ここから未来へ」 という受験生へのメッセージが含まれています。　
今回の受験生応援サイトオー
プンの目的は、大きく分けて３つあります。　
一つめが 「つかみ」 。受験生の
皆さんは、受験する大学を決める際にＷｅｂを含めた様々な方法で大学の情報を収集し、比較しています。受験生応援サイトでは、大正大学の特色を数字で表す「数字でみる大正大学」 など、
初めて大正大学に興味をもってくれた人にも分かりやすい 「ウェルカムコンテンツ」 を充実させ、まずは 「大正大学ってどんな大学？」 という受験生の疑問に答えるところからスタートします。　
二つめが「つながり」 。大正大
学に興味・関心をもってくれた受験生 対して、継続的なつな
がりを構築していくために、定期的に配信する「シリーズコンテンツ」 を用意します。オ プン時には、在学生同士が大正大学の魅力を語り合う「
Taisho ク
ロストーク」 などを配信する予定です。　
三つめが「みちびき」 。オープ
ンキャンパスや試験方式・日程などの情報を分かりやすく掲載することよって、知りたい情報へ迷わずにたどり着けるサイト構成を目指します。　「
kokokara 」 は、受験生が知り
たい情報をまるごと提供 る、受験生のための特別なＷｅｂサイトです。大正大学の魅力が詰まった大正大学受験生応援サイト「
kokokara 」のオープンをお
楽しみに。
「鴨台」では、みなさまからのご意見・
ご感想を募集しております。本誌に関
するご意見・ご感想・大正大学の思い
出など、いろいろとお聞かせください。
〒170-8470
東京都豊島区西巣鴨3−20−1
大正大学  学長室「鴨台」係
kouhou@mail.tais.ac.jp
投 稿 募 集
　
平成
26年度の課外活動について
の報告会と表彰式が５号館８階の鴨台食堂で行なわれました。始めに勝崎裕彦学長より、一年間の活動に対する慰労と今後の活躍への期待について挨拶があり、続いて塩入法道図書館長による乾杯の発声とともに会はスタートしました。　
今回表彰されたのは、全
65団体
のうち柔道部、茶道部、映像研究同好会、写真同好会ＳＡＶＯＹ、ダブルダッチサークル鴇縄、パフォーマンス研究会の６団体。塩入先生から表彰状の授与と受賞の理由について紹介があり、各団体の代表者からは受賞についての感想が述べられました。　
会場となった鴨台食堂のスク
リーンにこの１年の活動を振り返るスライドが流され、それぞれの団体の活躍の様子 披露されました。　
報告会は終始熱気に包まれ、来
年度に向けてますますの活躍を誓いつつ、盛況のうちに閉会となりました。
　今回の表彰された6団体を代表してダブルダッチサークル鴇縄の髙橋
朗さん（歴史学科）と内片雄太さん（臨床心理学科）のおふたりにお話を聞
きました。
「表彰されたことは率直にうれしいですね。鴨台祭では2年連続でパフォー
マンス大賞をいただいています。地域の人たちとワークショップなども行
なっており、それらが評価されたのだと思います。また来年度もパフォー
マンス大賞をいただけるように努力することと、愛好会から同好会への昇
格を目指したいと思います。それから、これまでもいくつかの大会へ出て
いますが、大会にただ参加するだけでなく、パフォーマンスの質を上げて
いくようトライしていきます。」
ダブルダッチインタビュー
平成26年度課外活動報告会と表彰式が
1月28日に行なわれました。
今年度表彰された6団体の皆さん。 他の活動団体と交流を深める貴重な場となりました。
塩入先生より表彰を受ける髙橋朗さん。
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